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ホームレス状態から脱出していく場合に、法律相談が重要な役割をはたします。
２０１５年特掃登録者とシェルター利用者に調査を行った中で「生活保護（居宅保護）

を申請するときに不安に思うこと」を訊ねたところ、生活保護に進まない主要因ではあ
りませんが、「借金がある」「戸籍がない」など法律相談とかかわる一定のニーズがある
ことがわかります。

特掃 シェルター
回答数 % 回答数 %

１．生活保護を知らない 83 15.6 5 6.8 
２．年齢が若い 104 19.5 13 17.6 
３．住民票がない 111 20.9 7 9.5 
４．年金がある 88 16.5 2 2.7 
５．仕事で収入がある 30 5.6 8 10.8 
６．土地や建物など財産がある 12 2.3 3 4.1 
７．借金がある 26 4.9 0 0.0 
８．働いた収入で暮らしたい 146 27.4 23 31.1 
９．親や兄弟に連絡がいく 76 14.3 15 20.3
１０．申請手続きが心配・めんどう 75 14.1 15 20.3 
１１．役所に申請に行ったが断られた 11 2.1 1 1.4 
１２．戸籍がないから 11 2.1 3 4.1 
１３．その他 9 1.7 15 20.3 
合計 782 147.0 110 148.6 

回答者 532 回答者 74

釜ヶ崎では、大阪クレサラ・貧困被害をなくす会が週１回午後の時間帯に法律相談会
をオープンしています。また、伴走型支援につながると支援団体が必要に応じて法テラ
スや弁護士・司法書士を紹介します。そこで月１回シェルターで夜間に法律相談できる
機会をつくることにしました。全６回実施しました。

【弁護士　玉野まりこ先生　プロフィール】
２０１５年１月弁護士登録。ＮＰＯ法人子どもセンターぬっく理事。
普段は、少年事件、いじめ等の学校問題、児童福祉の問題など、子どもの権利・法律

に関する仕事を多くやっています。土日も仕事をしていることが多く、夜中にビール
を飲みながらメダカ１０匹を眺めるのがホッとできる一時です。座右の銘は、Que sera 
sera（ケ・セラ・セラ）、おおらか（大雑把とも言う）な性格です。

Ⅱ　法律相談会Ⅰ　伴走型支援につなぐ緊急宿泊・食事・衣服等の提供

ホームレス生活者への支援としての緊急一時宿泊
いわゆるシェルターは、日本では通常１ヵ月以上宿
泊してその間に支援者がアセスメントを行い、伴走
型支援につなげていきます。

一戸建てやアパートのフロアを借り上げして行う
シェルターも多く、そうしたシェルターでは、ホー
ムレス生活から屋根の下への移行がなだらかな形で
進んでいきます。

釜ヶ崎における緊急一時宿泊の制度は、日雇労働者への支援策として制度設計されて
います。日雇の仕事につけたら、簡易宿泊所に泊まる。仕事にありつけなかったら、１
泊だけシェルターを利用し、翌朝５時には求人する業者が集まるあいりん総合センター
に行って仕事を探します。もう少しだけ長く宿泊できる仕組みとしてケアセンターがあ
ります。ホームレス生活者のためのリフレッシュ事業として位置づけられていて、病気
の症状や相談の進捗により２泊３日、１週間などの期間で利用できます。

こうした短期間の緊急一時宿泊を、やる気につな
がると評価する利用者もいます。５年～１０年とい
う長期間に亘って、こうした宿泊を利用し続け、定
住に至らない人も多くいます。

まだ生活保護を受けることを望まず、働いて生活
することを願っているため、シェルターを利用し続
けるのです。

釜ヶ崎では、大規模な緊急一時宿泊が施設型で短期間の利用という形で行われている
とともに、畳の上への移行は居宅保護になるという二極化が進んでいる現状を踏まえ、
当事者の状況によりマッチした宿泊支援の選択肢を広げることが有効です。

伴走型支援につなぐ緊急宿泊・食事・衣服の提供では、およそ２週間程度の宿泊期間
の間に、多様な支援につないで、ホームレス状態からのステップアップをめざしました。

生活保護の申請に至った人が１５人、就職に結びついた人が９人、訓練事業や職場体
験など就職支援に進んだ方が９人いらっしゃいました。
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怒りは、誰にもある自然な感情です。しかし、人間関係の悪化や暴力につながること
があります。相談のいろいろな局面で怒りの扱い方に悩むこともあります。怒りをコン
トロールしようとしてもかえってうまくいきません。

このセミナーでは、怒りを上手に表現する方法を学ぶことにしました。講師に「男の
非暴力グループワーク」を実践していて釜ヶ崎の歴史研究家でもある水野阿修羅さんを
お迎えしました。

ボディワークを通して、感じ方に共通するものや違いがあることに気づくことができ
ました。ストレスがたまった時の対し方などをグループワークで話し合いました。答え
をひとつにしぼるのではなく、いろいろな対処法を他の参加者から聞いて、自分の行動
にひろがりを作る機会となりました。

釜ヶ崎の相談場所では、建設現場で働いてきた人が多いこともあり、声が大きい・言
葉づかいが直接的など、労働の様子や習慣を知らなければ、相談員がとまどってしまう
状況も生じます。とはいえ、相談員が伝え方の工夫を積み重ねるにしても、相手を尊重
し感謝・謙虚の心をもっていることを、好感を持たれる表情と態度で形にすることが、
接遇の基本であることはかわりません。生活保護受給者への総合就職サポートのノウハ
ウを持つテクノ経営総合研究所人材開発センターから講師に末浪昇さんを迎え、地域で
活動する諸団体からの参加を加え、接遇の基本にたちかえるセミナーを開講しました。
名刺交換、電話応対、クッション言葉、共感的な聴き方などを学び直す機会となりました。
アンケートへの回答に「仕事現場でのトラブルに対応する方法を知りたい」などの声が
ありましたので、第２回でそうしたニーズに応える企画を試みることになりました。

第２回　「 怒りについて考える」

日時：２０１５年１２月１６日（水）１６：００～１８：００
場所：釜ヶ崎支援機構南事務所
参加：２１人

第１回　接遇スキルＵＰ！セミナー

日時：２０１５年９月２８日（月）１６：００～１８：００
場所：釜ヶ崎支援機構南事務所
参加：１９人

Ⅲ　地域で活動する人材の相談技能向上のための研修
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腹ごしらえをして、ゆっくりこれからのことを考える。

そんな場所をつくってみよう。

できることは実際してみよう。

小さな声を聴き、大きくやってみよう。

Ⅳ　炊き出しカフェ
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「仕事づくり」については、
• 貸し寝袋屋（レンタルショップ）をしたい
• 天ぷら屋、パン屋、お菓子屋をしたい
• 不用品の再活性（リサイクルショップ）をしたい
• 牛乳パックを使ったアートなど手の仕事をしたい

などの声がでました。貸し寝袋屋については、路上で寝る場合、夏場は寝袋など不要
ですが、寒い期間は必要です。けれども、常に携帯すると邪魔になります。そこで、寝
袋を預けたり借りたりできる仕組みがあれば助かるという実際のニーズに即した意見で
した。リサイクルショップについては特掃で集まる不用品の中には使えるものがあって、
それらを活用したいという意向もありました。ソーシャルビジネスの中には、東京の「あ
うん」や兵庫の FREE HELP の例もあり続けて学んでいくことにしました。天ぷら屋などは、
釜ヶ崎にはそうした小商いがかつてはよくありましたので、実地で試すこともできそう
です。

手仕事をしたいという声については、第２回の炊き出しカフェにて試みることにしま
した。

また、炊き出し以外の共同炊事場について意見を出してもらい、東田ろーじの運営計
画につなげていきました。

日時：２０１５年１０月７日（水）１０時～１３時
場所：日雇労働者就労支援センター（禁酒の館）
参加：２５人

集まりが終わった後に炊き出しがあることはよくありますが、炊き出しが終わった後
に集まりがあるパターンはほとんど見かけません。「仕事づくり・居場所づくり」につい
て自慢するのは中々ハードルが高く参加しにくいかもしれませんが、「仕事づくり・居場
所づくり」についてのアイデアを自慢するということなら、炊き出しカフェのスタート
として、活性化につながると考えました。カフェ形式のワークショップに残る人がいる
か不安でしたが、ポスターやチラシの宣伝効果もあり、あらかじめアイデアを暖めてき
てくれた人もいて、活気のある意見交流となりました。

第１回　「 仕事づくり ・居場所づくりアイデア自慢大会」



1514

おや、意外とできてきます。

おそるおそるはじめてみる。

日時：２０１５年１１月１９日（木）１０：００～１３：００
場所：日雇労働者就労支援センター（禁酒の館）
参加：３２人

第１回の炊き出しカフェでアイデアがふくらんでいきました。話しあい、交流するこ
とだけでも、有意義なものですが、形にしながら試行錯誤をすることが、現実の仕事づ
くりに一歩でも近づく早道です。第１回の会場で「言うてるだけやったら、あかんのや。
なんかせんと」とのささやきもありました。そんなささやきが出るのは、期待が高まっ
ている証かもしれません。

ハイドロカルチャー＆サンドアートは、観葉植物の鉢の部分にグラスを使い、グラス
に砂絵を作っていきます。水やりなどの手間は少なくてすみ、部屋に飾るのにちょうど
よく、うまくいけば販売できるようになるかもしれません。８０年代に一度流行って廃
れたそうですが、リバイバルなるでしょうか。はたまた完成させることができるでしょ
うか。好奇心と不安がまざりあう雰囲気でワークショップがはじまりました。

第２回　ハイドロカルチャー＆サンドアートづくり
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初めてでも、巧みな人なら、２時間できれいに完成。
これは…商売できるかも！？。

集中してきました。

教える方もいっしょけんめい。

手の仕事でかたちを残すのは、と
て も お も ろ い！ 年 と っ て も で き る
なぁ。完成せんくても、時間を忘れ
て集中するのがええ。笑顔が広がっ
て、にぎやかなカフェになりました。
これは１回だけでおわらへんでぇ～。
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日時：２０１５年１２月２６日（土）１７時３０分～２０時
場所：あいりんシェルター
参加：２１人

この冬、釜ヶ崎で路上での生活を余儀なくされている人にとって、２０００年よりずっ
と使われていた今宮シェルターから新しく竣工したあいりんシェルターへの引越しが、
関心の的となっていました。

２０１４年にシェルター利用者に呼びかけた「居場所づくり意見交換ワークショップ」
を開催しました。あいりん総合センターの建て替えを中心に確実に変化をしていく居場
所の問題について、２９日から運用開始となる新シェルターを見学しながら、要望やア
イデアを出し合うことにしました。

第３回　炊き出しカフェ「 これからの釜ヶ崎を考える」

あいりんシェルターの施設を利用した
炊き出しのようす。

夜間開催で、宿泊場所は別という困難
があっても、話し合いは熱気を帯びてき
ました。このワークショップは簡易の畳
の上での座談となりましたが、「畳の上で
こんな風にゆっくりできるといいね」と
の声もありました。

ワークショップ中途でブレイクして、
あいりんシェルターの施設を見学。今宮
シェルターとの違いを確認しながら、要
望やできることを出し合ってみました。
さらにシェルターのことから、センター
や釜ヶ崎の全体のことに話題を広げてい
きました。

この日参加した人以外にも、もっとた
くさんの意見や要望を集めて、地域の方
や行政に伝えていきたいという思いがで
てきました。
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第１Ｒ 第２Ｒ （ シェルター施設見学のあと） 第３Ｒ（ 釜ヶ崎全体にひろげて）
冷暖房 暖房できたのでかい た た み の

こと
畳ないのか？ 声響く（イヤ） カーテンレールをつければ 建 て 替 え

期 間 の 場
所

仕事の求人や認定車を使用する
際はどこに行けばいいのか？

認定はどうなる

夏と冬は耐えられなかった。夏
…蒸し風呂　冬…冷蔵庫

ベットに畳入れて 歯ぎしりやイビキやごそごそ
する音気になる

カーテンない センターが建て替えの際に大雨
などの時どこにいけばいいのか

建 て 替 え
後の規模

昔は活気があった

冷暖房イイ！夏しんどかった！
扇風機はちょっと…

畳入れないとギシギシうるさい
（もめる原因なる）

イビキでけんかするかも 2 階の通路狭い（もう少し広く） センターは他の施設が開かない
時間の休憩所として利用してい
る

規模は小さくなっても仕方がな
い

狭くてなんぎした。夏とてもあ
つかった。冬とてもさむかった。
まわりがうるさかった。階段の
のぼりがきつかった。

ベニヤだけでは腰が痛い 音の環境をよくするため所々
でも仕切りが欲しい

しきりは絶対あった方がいい 建て替えの間仮設の居場所が欲
しい

山谷のセンター規模では小さす
ぎる

前のシェルターでしょっちゅう
風邪引いていた。

荷 物 置 き
場 に 関 し
て

荷 物 置 き 場 を 作 っ て ほ し い　
（多くみられる声）

音の環境が悪いとけんかが起
こる

ベットにカーテンをすべてにつ
けてほしい

今の場所に慣れている できるころには半分いなくなっ
てる？

換気扇と冷暖房は感染症予防の
ため

背の高い人がベットに荷物置い
たら寝れなくなる。

一つの部屋にたくさんベット
があるので音気になる

洗 面・ 手
洗 い・ ト
イレ

みんなでルールを考えよう 段ボールをしていて 2 階で休ん
でいる。他の施設は開く時間が
限られているため

センターが仕事する気ない人
ばっかり、老人ホームに見える

スタッフ 前のシェルターはきたない。今
はきれいになったけどスタッフ
の頑張りを（求める）。

施設内 床すぐ汚れると思う シ ャ ワ ー
環境

脱衣所必要 汚れる所（トイレ、シャワー、
洗面）

建て替えはするなら早めに 食堂関係 売店、食堂、トイレは残してほ
しい

シェルタースタッフ…　　頑
張ってる。

前のシェルターよりきれいに
なったので気持ちがいい

シャワー室に靴で入るとドロ
ドロになる

エチケットを書いてみる 建て替えは賛成だが、建て替え
中使えなくなるのは困る

食堂が減ってしまった。（でき
ればもう少し欲しい）

洗濯 洗濯機ええのができとるわぁ。
洗濯機があるのがイイ！！

冷暖房があるのは助かる 脱衣室がない ウォシュレットやと助かる センターが閉じている間は学校
を開放してくれるか

まちの話 東京に比べて大阪は汚い

シャワー シャワー時間１５分は短い… ラーメンのにおいどうする シャワー、トイレの数が減っ
た足りないのではないか

鏡がいる（1 階にシャワー横に
も鏡が欲しい）

2 階で寝ている人増えた 大阪は福祉がしっかりしている
から、福祉かかると遊んでくら
せちゃう

シャワー短い（１５分）禁酒は
無制限

掃除をしっかりしてほしい 入口にすのこ欲しい、べちゃ
べちゃにならないように

使い方のルールを新しく作って
ほしい

休憩できる場所を確保してほし
い

建 て 替 え
後 の 改 善
点

現センターは衛生状態が悪いの
できれいにしてほしい

テレビ 今宮シェルター…TV を三角公
園で見てる…。

階段が広くなった（これはいい） シャワー出た後の休憩場所が
シャワーの近くに欲しい

常にきれいにして 建て替え中どこに行くかが一番
の問題

現センター窓にガラスがなく、
ハトがすぐ穴を開けてしまう

（三角）公園が近くにないから、
TV を見れる空間が欲しい。

階段の電気を明るくしてほしい シャワー段が高い ウォシュレット好評 そのままにしてほしいという人
もいるので勝手に決めてほしく
ない

雨の日の炊き出しができる場所
に

TV は好きなチャンネルにでき
ひんからあってもなくても…

階段暗い、すべる 服を入れるカゴ置いて 求人の話 求人の森は職を探しやすい

閉所時間 朝５：００に閉まるのは少し早
すぎる。６：００くらいに…

2 段ベットのはしごのパイプに
ゴムをつけてほしい（細いパイ
プだと膝に負担かかる）

イス欲しい 仕事の情報の近くに人が集まる

セ ン タ ー
建替

５月仕事が減るから GW 明け
シェルター利用したい。

昔より大分いい 濡れたものどうすう 1 階求人の森近くに人が集まる

建て替えたあとどうなるんか
なぁ。

天井が少し低い シ ェ ル タ ー 出 入 り 口 と シ ャ
ワー室の目線

センターの場所で仕事先が決
まっている

一番いいのはあの場所にあるこ
と。

血圧計欲しい、娯楽室に プ ラ イ バ
シー

全くしきりがないのが気にな
る

仕事紹介する場所がいる

どこに移すかが問題！ 毛布を 3 か月に一度ぐらいは交
換してほしい（ノミ、ダニが夏
は気になる）

広いけどしきりがない（仕切
り欲しい）

仕事の話は友達伝え

建替反対！そのままのがイイ！ 騒音 けんかの元は音 前の人が見ている気がする気
になる

仕事紹介とかの関係はどうな
る？どこに行くようになるのか

規模半分くらいになってもいけ
ると思う。

はしごの音気になる 頭の部分だけでも仕切りが欲
しい

センターの掲載求人の内容を細
かく詳しく教えてほしい（実働、
契約方法）

　「 これからの釜ヶ崎を考える」 意見集約
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第４回　トンコ自慢大会

～がんばるだけじゃ続かない。 上手に逃げて生きていこう～

日時：２０１６年２月３日（水）１０時～１２時３０分
場所：日雇労働者就労支援センター
参加：２０人

社会的つながりを活性化して仕事づくり・居場所づくりに取り組んでいくにあたり、
外してはいけない要素のひとつが「笑い」ではないでしょうか。笑いには通常使用して
いる価値観を相対化し、新しく価値を見いだしていく、もしくは広げていく効果があり
ます。第３回のテーマがとてもシビアな内容でしたので、今回はぐっと肩の力を抜ける
企画に取り組むことにしました。そこで「エスケイプ」をテーマに選びました。逃げ出
すことを釜ヶ崎ではトンコと言います。かつて暴力的な手配師や飯場経営者がはびこっ
ていた時代、キツイ現場、不払いなどがあるやばい飯場からトンコすることは、日雇労
働者が生き抜いていくために、時に駆使しないといけない手段でした。「がんばるだけじゃ
続かない。上手に逃げて生きていこう」と銘打ち、逃げることでよい経験となったこと・
没頭できる趣味・とっておきの逃げ方・出張先で出会った凄い景色・疲れたとき、つら
いときにする工夫…などなど持ち時間５分で、自由に発表していただくことにしました。

審査員に「怒りについて考える」研
修で講師だった水野阿修羅さんに引き
続き起こしいただきました。また高
校生の居場所づくりに取り組む office
ドーナツトークの代表田中俊英さんに
もお願いしました。

ルールは、自助組織のミーティング、
ソーシャル・スキル・トレーニングな
どを参考に考案しました。

トンコ自慢大会ルール

1. 発表する方は、自分のニックネームを決めて、ネームプレートに書いて、つ
けてください。

2. 発表する方は、申込票にニックネームと発表のタイトルを書いてください。
3. 発表する方の定員は時間の関係で１２人までといたします。先着順で、１２

人になりましたら、〆切となります。
4. 発表のもち時間は５分です。
5. 発表のもち時間５分のあいだは、会場の方は感想などのコメントを言うこと

ができません。言いっぱなし、聞きっぱなしです。（進行上、司会と審査員と
はコメントする場合がありますので、ご了承ください）

6. 万一、５分以内に発表が終わらず、会場から「もう少しききたい」という声
が会場から出た場合は、審査員の判断により延長する場合があります。

7. 感想を話すときは、他の人の意見を否定せずに、「わたしは…と思います」の
形で話します。

8. 参加賞は発表した方のみに限らせていただきます。あらかじめご了承くださ
い。
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次に機会があったら、エスケイプから「しくじり」などにもテーマを広げるの
もありかもしれません。

はじめは、「トンコ」を自慢するという
ことの手ごたえがわからないため、会場の
雰囲気が沈んでいましたが、一人、二人と
話しはじめると、トンコせざるをなかった
過程や状況に共感できて、話の輪が広がり
ました。結局９人の方がエスケイプした体
験の話をしてくれました。話し足りずに２
回目をリクエストする人もいました。

審査員による厳正な審査により、トンコ自慢大賞に、「競輪選手や野球の試合を追いか
けて勤め先の旅館をトンコしては必ず女将のフォローが入る板さん」を発表してくれた
マブチさん、トンコ自慢準大賞に「馬で金儲けした話はないよといいつつ賭け続けた人生」
を語ってくれたすーちゃん、「堀から身投げしようと大阪城へ３回歩いて行って死にきれ
なかった」話をしてくれたヤマムラさんが選ばれました。

どうしてトンコを自慢するのか、 考えてみました

仕事を探すこと、医療を受けること、生活保護を申請すること、親族と連絡をとるこ
と…などなど支援者はついつい前向きになろうと焦ってしまいます。

伴走型支援の局面で、善意で慌てる支援者といろいろな選択にためらいがあるけれど
そのことをうまく言葉にできないために支援者から見て「エスケイプ」する行動をして
しまう人との時間の流れ方の差、経験の質の違いというものに橋渡しをする方法を探す
実験はとても価値があると思います。

前向きであろうと自分に厳しくして、前ばかり見ていると、後ろから何か飛んできて
危険かもしれません（たとえば言語化できていない記憶など）。また、感情の動きにおい
て前向きと後ろ向きはそうそうくっきりと線引きできるものでもないでしょう。

世にある文学の名作は、ほぼ後ろ向きで、倫理規範からはみ出していたり、私的な問
題だったりします。政治や経済という観点からは、物としての売り上げを見る場合以外、
価値のないものです。しかしそれを読む者にとっては、経験の伝達であり、生きること
の限界や社会関係の困難を知ることで、かえって清々として心豊かになれたりします。

こうした効果は文学だけではなくて、うまく場面設定をすると話による伝達でも生じ
ると思います。

今回のトンコ自慢大会では、ソーシャル・スキル・トレーニングや、べてるの家の幻
覚妄想大会などを参考にしつつ、新しい寄りあいの形を模索しました。ホームレス支援
においては、ビッグイシューの『路上文学大賞』の先例があります。『路上文学大賞』と
較べると文字を扱うことが得意ではない人向けのよりポップな企画といえます。

ふつうマイナスの価値とみなされている姿勢や経験について、共有することは、家族
や友人関係においては、一定の範囲を越えるとストレス要因となりますが、ルールを作り、
出入り自由の寄り合いの中で、共有される経験には、公共性が生じる側面があります。

内面化している社会規範や自分自身の捉え方の枠を少し緩め、行動の意味合いを参加
者が互いに評価することで、経験が持っている実際の豊さを言語化していくことは、否
定的に捉えていた自己のイメージを、他者とのつながりの中でプラスのストロークに転
換していくきっかけとなりえます。

第１回炊き出しカフェのワークショップで「社会的つながり活性化仕事・居場所作り
事業」のモットーを「酒なし、金なし、自慢あり」に決めました。まだ評価されていな
いだけで、それぞれの人の経験と生き方の中にたくさんの自慢の種が埋まっているので、
この事業を通して、「自慢」を発見し、大いに自慢していこうというのがモットーの主旨
です。瞑想や克己ではなく、社会的つながりの活性化を通して、「自慢」＝「自信」を回
復していく企画はもっともっと活動の領域で取り上げられた方がよいのかもしれません。

成功例をありがたがったり、理想を論じたりするだけでは、社会活動に、いわば筋力
がつかないですから。
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学生ボランティアのみなさま、ありがとうございます。これからも釜ヶ崎のま
ちづくり一緒に取り組みましょう。

中高年の支援者がくどくど話すより若者がアシストした方が当然盛り上がり、
たくさんの意見が出ました。第６回の炊き出しカフェスペシャル「特掃祭り」
に活かしていきます。

日時：２０１６年２月１８日（木）１０時～１２時３０分
場所：日雇労働者就労支援センター（禁酒の館）
参加：１９人

３月６日に決まった特掃祭りについて、したいこと、あったらいいなと思うこと、自
由にアイデアや意見を言い合えるワークショップを開催しました。

これまで炊き出しカフェに参加してくれていたボランティアの学生さんたちが中心と
なって、このワークショップは企画されました。

第５回　「 特掃祭りについて考える」
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炊き出しは多人数に配食するため、簡単なオペレーションになりがちです。みんなで
一緒に作るからこそできる手数がいる海鮮丼にチャレンジしました。うっすらとマグロ
が入りました。炊き出しで生ものが入るのはめずらしいことです。喫茶コーナーのさー
たーあんだぎーも好評でした。

一緒につくる炊き出し

日時：２０１６年３月６日（日）１３：００－１６：００
場所：ひと花センター・東田ろーじ
参加：２２１人

いよいよ特掃祭りの当日となりました。第５回炊き出し
カフェ『特掃祭りについて考える』ワークショップで集まっ
た意見を元に、みんなが当事者になる形で会議を重ねてき
ました。

昨年は特別清掃に登録する労働者が集まりやすい祭りを
めざしましたが、加えて今年は生活保護へ進んだ場合も社
会貢献できる場所として西成区高齢生活保護受給者の社会的つながりづくり事業（ひと
花センター）があることをわかりやすく説明できるように、ひと花センターとの共催と
しました。また、こどもも含め特掃に登録していない方も気軽に参加できる形にして、
地域とのつながりを深めることと働く機会として特掃の仕組を情報発信することにチャ
レンジしました。

第６回　「 特掃祭り」
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釜ヶ崎の地域には相談する場所がたくさんあります。「病気がしんどくなった」「生活
保護を受ける決意をした」など希望がはっきりしてくるまでは、相談窓口には行きづら
いものですので、相談コーナーの入り口を広げました。巻き爪相談、多様な性について
も相談できる社会福祉士による相談などが増えました。ハシゴをして相談する人もいて、
これからの関係性づくりに努めることができました。

まじめに入口広い、いろいろ相談コーナー

こどもが楽しめる企画を盛り込んだところ、地域からたくさんのこどもたちが遊びに
きてくれました。特掃祭りに参加した労働者にとって若い世代との交流が一番の励まし
です。釜ヶ崎には昔家族と暮らしていたが何らかの理由で単身生活となっている方も多
いため、懐かしさもあわせて、社会との絆を確かめる機会にもなりました。

こどもといっしょに
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ステージは、釜ヶ崎の労働者持ち寄りの歌やゲームが行われました。働くときに顔を
合わせていても知らないままでいたいろんな人の個性や特技が見えてきました。生活が
苦しくても、ホームレス状態であっても、つながり、力を合わせていくことの可能性に
ついて気づく集まりとなりました。

２年目となった特掃祭りは、パワーアップしながら地域とのつながりを深め、活動を
多様化することができました。

これからも、地域に開かれた祭りとして根付いていくこと、また、ホームレス生活者
や釜ヶ崎の日雇労働者が社会とのつながりを確認して、社会参加していく機会となるこ
とを、めざしていきます。

ステージ

アルミ缶集めに欠かせないツールとしての自転車の整備は、とても関心が高いので、
持てる技術の交流会をしました。また第２回炊き出しカフェで取り組んだグラスアート
づくりと外国からの観光客の地域逗留が増加していることをにらんだ日本文化の盆栽研
究をしました。

ものづくり

慰霊コーナー

東田ろーじの一部屋に、特掃で働いていてここ数カ月のうちになくなられた方の慰霊
コーナーをもうけました。亡くなられた方を悼む機会は、セルフケアを見直す機会でも
あります。宗教は自由に、スピリテュアリティも含めたエンパワメントをめざしました。



35

ひっそりとした路地にできた昭和な隠れ家。

１００円出して、夕食を自分で作る。

気が向いたら手伝う。

なんで一緒にご飯を食べているのか不思議。

思わぬ出会い・ゆったりした時間。

Ｖ　東田ろーじ
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日時：２０１５年１２月～２０１６年３月週１回～２回
場所：東田ろーじ

シェルターや特掃で案内をして、共同炊事場の利用と参加を呼びかけました。当初は、
炊き出しとの違いに戸惑う人も多かったのですが、次第に新しい居場所の仕組みが口コ
ミで伝わっていったようです。手伝ってもらい一緒にごはんを作ることは炊き出しにお
いてもないわけではありませんが、民家を利用した少人数の共同炊事の場合は、より自
然な形で普段炊き出しを食べるだけの人が、ほかの人を助けることになります。

家族の機能の特に重要なものの一つに、「隠れる」ということがあります。厳しい労働
の環境や社会生活上の責任から逃れるとともに、語り聴くことができる親密さに自由に出
入りできるということが「隠れる」ことの中身です。「ホームレス」とは家族のつながり
と家族をベースに社会とつながる関係とを喪失していることをさしています。そこで、孤
立しないように社会的つながりを増やしていこうという活動になりますが、路上にいる
ホームレス生活者は多様なつながりをすでに織りなしていて、そうしたつながりがあるか
らホームレスではないとはいえないように、社会的つながりが多くできたからといって
ホームレス状態でなくなったともいえません。「つながり」に「隠れる」という機能を足

した時に、少しだけ家族（ホーム）の機能の代替に近づくのです。「隠れる」ということは「プ
ライバシー」と重なるところもありますが、重ならない部分も多くあります。アパートを
確保できて一人で生活できるようになったら、「プライバシー」が確保されますが、家族
的な機能があるとはいえません。「プライバシー」があっても「隠れる」方法が貧しいの
です。

趣味を共有するサークルは隠れる機能を持っています。東田ろーじでは、昨年度自主的
に始まった「男の料理教室」を継続したいと考えて、カセットコンロをいくつも置き、自
分で味付けして、人にふるまうことで、教えあい、語り聴く関係が増えるように計画しま
した。料理という家族の機能とも縁の深いことを共有する場所であるわけです。グラスアー
トなど仕事づくり・まちづくりの小さな寄り場をめざす要素が自然に出てきましたが、公
共性をもつ一歩手前の準備・つながりの活性化を隠れながら安心してできるということが、
エンパワメントの源流に位置づくといえるかもしれません。

変わりゆく地域の中で、ぽつりと残された昔ながらの路地が残る一角にある東田ろーじ
は、再開発によって居場所を追われるホームレス生活者、ホームを持てない生活保護受給
者とつくる隠れ家です。隠れたオシャレなスポットを探してでかけるように、ぜひ東田ろー
じにいろんな人が遊びに来てほしいと思います。手伝わされますけど…。

日時：２０１６年１月１６日（土）
路地に飛び出しての昔ながらのもちつきとなりました。町内に住む方からもご注目を

いただきました。

東田ろーじのもちつき大会

共同炊事場の運営　～ろーじの日々～

居場所づくりにおける「 隠れる」 ことの大切さ 

－東田ろーじの実験より－
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　『 おっちゃん食堂』 白波瀬達也

（Tatsuya Shirahase Blog より許可を得て転載）

2016 年 3 月 4 日、釜ヶ崎支援機構が運営する「東田ろーじ」（太子 1 丁目）の共同食
事を手伝ってきました。東田ろーじは昨年末から利用が開始され、今年に入って活動が
徐々に本格化しています。正式な事業名称は「孤食を防ぎ社会的つながりを活性化する
共同炊事場・居場所運営」といいます。

東田ろーじの基本コンセプトは「仕事づくり・まちづくり寄り場」。釜ヶ崎（あいりん
地区）には様々な居場所がありますが、社会的役割を構築するような仕掛けがあるとこ
ろは多くありません。つまり、主客関係が固定化しやすい側面があるわけです。

そのなかにあって、東田ろーじは共同炊事場・居場所の運営を通じて、社会的なつな
がりを図ろうとしているところに特徴があります。こうした活動の先に「仕事づくり・
まちづくりという枝葉」を見据えているようです。

これまで 10 回ほど共同炊事をおこなってきたようですが、3 月 4 日は肉じゃがを作り
ました。おおよその準備は釜ヶ崎支援機構の職員がおこなったわけですが、その後「じゃ
がいもが足りない」「絹さやを入れたほうがよい」などと意見が噴出し、材料を足したり、
味を加えたり。何度スーパー玉出と東田ろーじを往復したことでしょう。

釜ヶ崎支援機構の利用者さんたちの活躍で、2 時間半じっくり煮込んだ肉じゃががよ
うやく完成。私が手伝っている時間帯には、安定した住居をもっていないと思われる中
年の男性が 2 人、高齢の男性が 1 人食べにきてくれました。

東田ろーじは古い民家を活用しており、食器は陶磁器を使っています。釜ヶ崎（あい
りん地区）でおこなわれる炊き出しの大半はプラスチック容器で提供されますし、かき
こむように食べる姿が目立ちます。立ったまま食べることも珍しくありません。炊き出
しのことを「エサ」と呼ぶ人がいますが、これはある意味、「言い得て妙」なのです。

一方、東田ろーじの共同炊事は、ひとり 100 円を払って利用する仕組み。3 月 4 日は、
晩に他の場所で無料の炊き出しがあることもあり、利用者が少なかったようですが、そ
のぶん、ゆっくり座って、おしゃべりしながら食事をすることができました。

当初、失業者への緊急的対応として始められた炊き出しですが、現在ではそれが恒久
化しており、利用者のなかに生活保護受給者がかなり多く含まれているといわれていま
す。こうしたことを鑑みた時、ホームレス問題が最も深刻だった時期と同程度に炊き出
しをおこなう必然性はないと思われます。さりとて、いまだホームレス状態で暮らす人々
は数百人規模で存在することから、炊き出しが命綱になっている側面もあります。

こうした状況下、100 円で食べられる美味しいご飯は「炊き出し」と「自炊」の間を
埋めるものとして大きな意味をもつといえます。炊き出しは自立を阻害する側面をもっ
ているかもしれませんが、共同性を構築する隠れた機能をもっています。他方、自炊は
自立を促進するかもしれませんが、ややもすれば孤立をもたらしてしまいます。東田ろー
じの取り組みは、両者の利点・欠点を考慮したうえで、無理のない社会参加と費用負担
を求めた実践といえそうです。

昨今、「こども食堂」の取り組みが全国的に急増し、マスメディアも強い関心をもって
いますが、「おっちゃん食堂」の取り組みにも注目したいところ。手際の悪さが長すぎる
１日を短くしてくれます。笑いも生み出します。

「非効率であることが、ある場合には合理的であるかもしれない」。そんな不可思議を
体現する場として東田ろーじが脱力的に活動を展開していくことを期待しています。

日時：２０１５年１２月１９日（土）
仕事づくりのひとつで、B 級グルメづくりにチャレンジ。高校生たちが手伝いにきてく
れました。試食会をして、改良を続けていくことになりました。

地域名物ホルモン丼試作
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第２回　きのこスープとゴボウごはん　２０１６年３月２６日（土）

第１回　とん汁とおにぎり　２０１６年１月２４日（日）

東田ろーじの共同炊事場・居場所づくりの取り組みが、西成区子育て支援室に評価され、
中学生の居場所づくりに参加することになりました。いわば、東田ろーじの出前ですね。

小学校跡地で、こどもたちが水や火を使ったり、木登りや土に穴を掘ったり自由な外
遊びができる場プレイパークが西成に根付いてきました。利用するのは、１０歳ぐらい
までの子が多いようです。そこで、中学生が調理実習でプレイパークに来たこどもたち
にランチをふるまう、調理する中学生を東田ろーじの参加者がサポートするという仕組
みにしました。

学校に行きにくくなる／行かなくなる、社会から見ると時折問題のある行動をしてい
るように見えるこどもであっても、食事をつくり、いっしょに食べることは、参加しや
すく自然なつながりづくりとなります。先生や警察官など「しっかりした」大人ばかり
でなく、東田ろーじの参加者がサポートすることで、それこそ「地域のおっちゃん」が
かかわっている気楽さが生じました。東田ろーじ参加者にとっても、こどもたちとの協
働は楽しんで取り組め、社会参加への意欲につながるものとなりました。

中学生調理実習ｉｎ元津守小学校プレイパーク

※西成区学警連絡会、西成区役所子育て支援室、西成地区更正保護女性会と協力して実施しました。
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炊き出しカフェ、東田ろーじの参加者の中から、
第２回炊き出しカフェで取り組んだハイドロカル
チャー＆サンドアートづくりを継続的に取り組む
チームを募集し、東田ろーじをベースに練習に励み
ました。

できあがる作品が次第に精巧になっていくと、た
くさんの人に見てもらいたい、もしかすると買って
くれる人がいるかもしれないという希望につながっ
ていきました。

〔チーム参加者の想いや暮らし方の例〕

４０歳代の男性　夜間の駅構内清掃と特掃との収入
をあわせて、簡易宿泊所で生活できるようになった。
昼間することがないとついギャンブルでお金を使っ
てしまうので、集中できるグラスアートはいい。

５０歳代の男性　自転車整理の仕事と特掃で、ア
パートでの自立生活に進んだ。療育手帳を支援を受けて取得した。グラスアートは、は
じめ時間がかかったが、今はできるようになってうれしい。

６０歳代の男性　年金と生活保護を組み合わせて生活できているが、グラスアートを始
める前は、「ＴＶを見てるだけで１日が長かった」「グラスアートで毎日のように、外に
出るきっかけが増えた」「集中して何かをするのは、久しぶりなので嬉しい」

〔思いきってフリーマーケットに出店しよう！〕

大阪南港のＡＴＣフリーマーケットのアートコー
ナーへの出店お誘いを、連携団体であるＮＰＯ法人

「こえとことばとこころの部屋」より受けて、出店し
てみることにしました。

さて、初めての試みですが、うまくいくでしょうか。
「あんたもアーティストやで」とこづきあいながらも

日が近づくにつれて、緊張してきました。

グラスアートチームの仕事づくり

日時：１２月～３月　のべ４６日間　９時～１３時
参加：のべ１０６人

家族連れを中心に体験コーナーへ多数の参加がありました。ワークショップの
形がいいのかも。

陳列したグラスアートに興味津々のお客様。しかし価格が高いのか、残念！１
個も売れず。

グラスアートチーム＠ＡＴＣ海辺のフリーマーケット

日時：２０１６年３月１３日（日）
場所：大阪南港アジア太平洋トレードセンター　　参加：８人

ほんまにだいじょぶかぁ
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仕事づくりについて、アイデアを膨らませると、際限なく、アイデアは膨らみ続けます。
たとえば、ロフトで売っていた雑貨に、縄文土器のような縄目模様をつけたおしゃれ

な植木鉢があって、わざと粗い作りの仕上げで、結構な値段がついていました。これな
ら作れるんじゃないかと思ったりしました。

ＮＰＯ釜ヶ崎では、農業就労体験をしていますので、収穫したニンニクを黒ニンニク
に加工して販売しています。その他野菜についてぬか漬けを自家生産できないかと思っ
たりしました。

そういったアイデアの例を出すと切りがないのですが、では、たくさんのソーシャル
ビジネスを手掛けることができているかとうとそんなことはありません。

植木鉢でもぬか漬けでもなんでもその作業を、やりたいという人がいて、その人が、（労
働法規上は若干の問題がありますが）寝食を惜しんで熱中するということがないとビジ
ネスは始まらないのです。

人材の確保といってしまえば、素気ないですが、人との出会いがとても重要です。
出会いが重要ということについて、ソーシャルビジネスを志したことがある方なら、

たぶん共感をもって理解いただけるのではないでしょうか。
東田ろーじグラスアートチームに参加いただいている方には、制作に関して、訓練手

当のような物は出ませんし、売れてないので、収入を得るまでにも至っていません。そ
れでも時間を忘れて熱中して制作していただいているので、ソーシャルビジネスを成功
させる重要な要素をすでに達成しているといえます。彼らは支援を受けて畳の上に上が
る前は、路上生活やシェルター暮らしだったのですが、聞くと「自分のことをホームレ
スと思ったことはなかった」という方が多いです。公園などにブルーシートテントを張っ
て住まうようになると「ホームレス」という意識が生じるかもしれません。あるいは、
高齢になり、住むところがないという状況だと「ホームレス」だと感じるかもしれません。
比較的若く、仕事をする気があり、仕事を探しているその過程で一時的に野宿せざるを
えないという場合は、「ホームレス」という認識にはつながりません。ここに支援者との
発想のズレが見出せます。

こうしたズレを、当事者とともに仕事を作っていくソーシャルビジネスの視点から見
直した場合、仕事づくりへの参加に関して、「生活保護を受けて生活が安定してから」「ま
ずは就労自立して自分で食えるようになってから」という発想を持ちつつも、相対化し
ていく契機がでてきます。仕事づくりを実際に事業化していく練習を続けていけば、い
つか起業と伴走型支援を同時並行できる仕組みを作り出せるかもしれません。

際限なく膨らみ続けるアイデアの一つを書いてしまいました。グラスアートや黒ニン
ニクやその他釜ヶ崎とその周辺の人々が手掛ける成果物を販売する道の駅があったらいい
なぁとか思いつつ、左図の課題について、マメにクリアしていきたいと思います。「社会
的つながり活性化仕事・居場所作り事業」終了後も小さな事業化に向けて努めていきます。
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かわりゆくまちの今を切りとると

地下茎のように広がるたくさんのつながりが見えてきました。

堀出すのがもったいないような気もするプレミア感。

Ⅵ　新今宮タイムアウト
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地域で仕事づくりに取り組むには、まちおこしの計画に、働いた収入で暮らすことを
願うホームレス状態の方や社会貢献したい生活保護を受けている方があらかじめ参画し
ていくと、できることできないことを注意深く検証しながら、着実に進めていくことが
できます。地域のこれからを担う人材にフォーカスを当てるとともに、地域の情報を若
い世代向けにクールに発信していくことで、地域に人材を呼び寄せる仕掛けを作りたい。
釜ヶ崎を含む新今宮周辺のイメージアップを、人情味を失わずワイルドに発信したい。
人が集まることを通して、つながりを活性化し、仕事づくりにつなげていく。その計画
の第一弾が『新今宮タイムアウト』という WEB マガジンとして形になっていきました。

立場を尊重しつつ垣根をさげて新しい場所をつくる「新今宮タイムアウト」イメージ

外の地域の人たち 地域住民

研究者

日雇い労働者、ホームレス生活者

観光客
高齢者、こども、生活困窮者

生活保護を受けている人

まちづくりの担い手の高齢者 /不足

若い世代の減少

10 ～ 15 年度の急激な人口減少に
危機感

・

・

・

・

・

怖い地域というイメージが一般化

メディアの生活保護バッシングの
影響

・

・

京都やUSJ に行くが新
今宮周辺では泊るだけ

新今宮界隈の遊べるとこ
ろを知らない

・ 地域への関心を持ち寄り深めるた
めの寄り合いや発表の場が少ない。

・

・

地域とのかかわり、公共性を持
ちにくい、現状と生活スタイル

働いて生活することが希望

・

・

引け目を感じる

孤立

ＵＲＬはこちら
http://shin-imamiya.jp/

助成事業終了後も引き続き記事更
新しつつ、まちの活性化をめざし
ます。

あんたも人材、
私も人材
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まとめのシンポジウム？いえ、とてもまとめられませんでした。

苦労や悩みを持ちよって、かっこつけすぎず言いたいことを言ってみました。

困難を耕し、苦労をシェアするシンポシオン。

なぜだが、活気がありました。

Ⅶ　シンポシオン
仕事づくり ・居場所づくりの涯てまでも
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日時：２０１６年３月２５日（金）
場所：ＫＡＭＡ　ＰＵＢ
参加：４６人　（その他Ustreamで同時中継しました）

炊き出しカフェや東田ろーじで始まった新しい仕事づくり・居場所づくりのムーブメ
ントを、現在の社会で取り組まれ始めたさまざまな活動の中に位置づけるとともに、地
域の外へ発信することを願いシンポシオンを開催しました。

安定した仕事と豊かな生活とをあきらめなければならない時代に入り、社会福祉を基
礎から考えなおすときが来ています。こうした世界の変容過程で、ソーシャルビジネス（Ｓ
Ｂ）が、「社会的に重要な仕事」として注目されるようになりました。

このシンポシオンでは関西のＳＢ界を破壊的理念＝価値創造的実践に基づき牽引して
いく方々をお呼びして、美談や成果はとりあえず置いておき、現場と経営のたのしい苦
闘とそこから見たこの世界の制度・文化の涯てるところについての洞察を発表いただき
ました。

司会 コメンテーター

渡邊太さん

大阪国際大学人間科学部心理コミュニケー

ション学科専任講師　社会学。

著書に『愛とユーモアの社会運動論』（北大

路書房、2012 年）、『現代社会を学ぶ―社会の

再想像＝再創造のために―』（共著、ミネルヴァ

書房、2014 年）

白波瀬達也さん

関西学院大学社会学部准教授　福祉社会学、

宗教社会学。

著書に『宗教の社会貢献を問い直す　ホー

ムレス支援の現場から』（2015、ナカニシヤ出

版）、共編著『釜ヶ崎のススメ』（2011、洛北

出版）今事業の事業検討委員。

トーカー

「弘前ワークチャレンジプログラム～茄

子と林檎の不思議な関係」

田岡秀朋さん（株式会社ナイス）
四井恵介さん（どっぷり昭和町事務局長）

「農業分野における仕事づくりから見えて

きた課題―労働者参加の困難性」

綱島洋之さん
（大阪市立大学都市研究プラザ）

「地域の弱者を支える、『チャリティー

ショップ』という事業」

西本精五さん（ＮＰＯ法人 FREE　HELP）

「ミッションと行動指針と戦略どおりに動く」

田中俊英さん
（一般社団法人 office ドーナツトーク）

愚痴をこぼす機会をもらえてうれしいです。

ひとこと

Ust 見てないで、KAMAPUBにおいでよ！

ひとこと

おもいっきりマニアックにソーシャルビジネ
ス経営トークしてみます。みなさんをドン引
きさせる自信あり !!

ひとこと

廃棄される古着の大半はごみ処理工場で焼却
されます。このような古着が弱者を支える力
になります。

ひとこと
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ソーシャルビジネスに関心がある方、実際に取り組んでいらっしゃる方、釜ヶ崎に関
心を持っている方、釜ヶ崎で活動している方、それぞれの立場で多くの方に集まってい
ただきました。率直な話し合いができることを願い、ロケーションやステージングを工
夫しました。

5 人のトーカーからそれぞれの活動をベースに、若者や地方、産業や社会構造などに
触れながら就労の領域を広げる視点が提起されました。

綱島洋之さんは、上徳谷農地再生リーダー育成事業を通して明らかになった農業分野
における労働者の参加の困難性についてフォーカスし、また田岡秀朋さんと四井恵介さ
んからは、都市（泉佐野市）と地方（弘前市）をつなぐ就労支援カレッジ事業の自治体
レベルでの仕組みづくりについて紹介いただきました。共通項である農業体験は、就労
に向けた体力づくりや集中力の醸成など、個人への効果も注目されますが、どう若者と
地域社会をつなぎ持続性のある取り組みにしていくのか、事業としての展開が課題にな
ります。実際、参加者が農業を通じて身に着けていくことと、それを地域で運営する体
制づくりの二つの歯車がかみ合うまでの障壁は大きく感じられます。今回、福祉分野に
おける制度とは違う、地方創生など他領域の制度、あるいは活動、人材を組み合わせて、
横断的に事業設計していくことが、突破口となりうると示唆されました。

西本精五さんからは、自身の古着を活用したチャリティショップ事業 FREEHELP につ
いての報告がありました。古着の寄付と販売をソーシャルビジネスとし、社会的に困難
な状況に置かれている人々をサポートしています。ビジネスとしての自立が問題意識と
してあり、これまでに受けた助成金は４０万円に抑えています。課題は社会の中の流れ
に溶け込むことで、アピールしなくても地域住民が賛同・参加しやすい仕組みをつくる
ことがポイントになります。

最後に田中俊英さんは、格差が進行する過程での社会的事業の起こし方について問題
提起しました。ビジネスとして成功させているモデルは理想であるが、事業費を獲得す
るために多くは政府にすりよらなければならないというジレンマがあります。しかしな
がら、この社会で困難な状況に置かれている人たちに関わる活動、そしてその団体は、
自ら発言していかなければ、本来取り組むべきことを提言できなくなります。

コメンテーターの渡邊太さんからは、成功する事例はどちらかというと稀であり、失
敗や困難について事例を重ねて話し合う場は、まだ少ないことを指摘。今回のように多
様な領域の人が集まる場としても、この失敗や困難の事例からの発信は分かちやすく共
感を呼びやすいことが改めて感じられたシンポシオンであったと評価していただきまし
た。

会場からの発言もあり、シンポシオン終了まで会場は活気に満たされていました。ま
ちづくりを活性化するには、若い世代が気軽に発表や話し合いができる場をしょっちゅ
う開催することだ、という話があります。話題はハードだけどマルチに、刺激になるけ
ど気軽に立ち寄れる集まりを、さまざまな団体や個人と協力してこれからも開いていき
たいと思います。
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平成２７年度　独立行政法人　福祉医療機構社会福祉振興助成事業
社会的つながり活性化仕事・居場所作り事業　報告書
平成２８年３月３１日
ＮＰＯ法人　釜ヶ崎支援機構

〒 557-0004　大阪市西成区萩之茶屋１丁目５番４号
TEL: 06-6630-6060　FAX: 06-6630-9777
http://www.npokama.org/
email: npokama@npokama.org

連携団体
ＮＰＯ法人　生活サポート釜ヶ崎
ＮＰＯ法人　こえとことばとこころの部屋
有限会社　ビッグイシュー
社会福祉法人　西成区社会福祉協議会

まとめ

第１回炊き出しカフェで、「酒なし、金なし、自慢あり」をこの事業のモットーにきめ
ました。

「酒なし」には「仕事でもないのにシラフで取り組む」ことの面白さアピールを込めま
した。アルコールとのかかわりがなかなか切れない地域ですので、トラブルを避ける目
的というよりも、普段とは異なる活動の領域を開きたいとの想いでした。

「金なし」は最も共感を呼ぶかもしれません。そうした連帯感に加えて「金がなくても
楽しめる・取り組めることを一緒に考えよう」という意味です。

「自慢あり」は自己有用感とかセルフ・エスティームとか言ってもよくわかりませんし
伝わりにくいので、「のど自慢」「腕自慢」の自慢を用いました。

釜ヶ崎の日雇労働者の中にはとても自慢の上手な人がいて押しが強く目を引きますが、
よくよく見渡すとそんな人は少数で、大方はおとなしく控えめで淡々としています。苦
しい境遇を引き受けて「仕方ない」「自分が悪い」と捉えています。忍耐強い感性を持ち
つつ、「働いた収入で暮らしたい」との願いを持つ人が多いことは、「働きたい」「働いて
いる」という思いが、ぎりぎりのところで、自尊心になっているからです。

この３つのテーマについて、まだ、スタートを切ることができたと言えるぐらいの段
階に過ぎません。

まちを歩いていると、東田ろーじの次の日はいつですかと訊かれるようになりました。
「金なし」でも安心して休めるとともに一期一会の出会いがある新しい居場所としての東

田ろーじの取組みは、試行錯誤をしつつ今後も続けていきたいと思います。
東田ろーじがコアな人気を獲得しているのと比べますと、炊き出しカフェの方はまだ

根付いているとまではいえません。ワークショップをした結果、提言につながったこと、
事業にチャレンジすることなどのフィードバックをしっかりやり、しぶとく続けること
が、日雇労働者とホームレス生活者と生活保護受給者が当事者としてまちづくりに携わっ
ていくための要となると思います。

仕事づくりについては、もっと様々な試みをしたかったのですが、グラスアートによ
る中間的就労づくりがようやく端緒に着いたところです。

もっといろいろなことができたかもしれません。でもやりすぎもよくありません。足
らないところをみんなで埋めていく開かれたマネジメントの必要性について、痛感した
半年でもありました。法人として「社会的つながり活性化仕事・居場所作り事業」の経
験を、ソーシャルインクルージョンや社会的起業のこれからの計画に活かしていくよう
にしたいと思います。この報告書を手にとり目を通してくださったみなさま、仕事づくり・
居場所づくりのその後がどうなったかを確かめに、ぜひ遊びにきてください。連絡先は
右ページに。メールでお問い合わせいただきますと、確実です。
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“酒なし、

金なし、

	自慢あり”


